
 

輝け 未来へ 中番校 
No one will be left behind 

学校通信 №３３ 令和３年９月８日 小野市立中番小学校長 田中康善 

 

 

 

今日は、七十二候でいう「草露白（そうろしろし）」草の葉に白露が宿り
始める頃です。昨日は、二十四節気でいう「白露」（はくろ）」でした。 
さて、昨日から「NAKABAN LEARNING PROJECT」を開始しました。

嬉しいことに本日、早速、1 年生１名、3 年生１名、5 年生４名が問題集を
終えたと持ってきてくれました。こんなに嬉しいことはありません。何より
「よし、やろう！」と思って、即日、取り組んでくれたことがたまらなく嬉
しいです。自分で決めたら即行動！これってとても大切なことだと思います。
まず、行動！動いてみて、やってみて、分かること、結構あると思います。
早速、子供達の問題集の答えを確認しました。とても丁寧な字で書いてくれ
ていました。元々そうだったのかもしれません。でも、しっかりとした、そ
して、きちんとした字を見て大変感心しました。また、間違いの直しも、決
められた通り、赤でしっかりと直しがされていました。えっ？1年生の問題、
間違うの？って思われた方もあるかもしれません。間違うことはありますよ。
返って簡単な問題であるからかもしれませんね。左のページの答えと自分の
書いたものとを見合わせて、私が「どこが違う？」って尋ねると、しばらく
じっと見つめて、「ここ！」ってきちんと指で指し示してくれました。「それ
では、赤で直しましょう。」と言うと「はい。」気持ちがいい返事が返ってき
ました。自分で答えをきちんと合わせられることも大切な学習の力です。意
外とやりっぱなし、しっぱなしみたいなことがあります。間違いなんかな
い！とたかをくくって勝手に○をつけてしまいそうになることもあるでし
ょう。また、答えを確認するのにページを捲らなければならないといったこ
とも非常に手間なことであるかもしれません。その面倒くささが大事である
とお考えになる保護者の方もあるかもしれません。それが間違いとは思いま

せん。ただ、ページを捲りながら答えを確認することは子供によっては難し
い面もあります。先に書いた通り、自分で答えをきちんと合わせられること
も大切な学習の力であり、今回の取組の大きな目標の一つでもあります。答
え合わせをする、その第１歩は、答えに書かれている文字、数字をきちんと
確認するという作業になります。ここに意識が働くことが大切です。意外と
ここに注意がいかないことが多いのです。次に、確認したら、その答えを正
しく、写し取ることができることです。そんなこと当たり前と思われる保護
者の方もおられるかもしれません。しかし、この２つの作業ができにくい、
できない子供も結構多いのも私の経験からも確かなことだと思います。この
ようなこともあり、今回作成した問題集は、左に少し小さめに答えが印刷さ
れています。問題用紙と同じものに答えが記載されています。つまり、見開
きで答えが確認できるように印刷してあります。子供達にとって、ページを
捲る時間短縮と答え合わせをきちんと自分でするということがしやすいよ
うにと考え作成しています。子供達には、頑張って答え合わせをきちんとす
る習慣を身に付けて欲しいと思っています。保護者の皆様も子供達の様子を
見ていただき、ご支援いただけると大変嬉しく思います。明日は何人の子供
達が「できました！」と言ってもってきてくれるのでしょうか。楽しみです。
中番小学校に「学びの輪」が広がることを願っています。「よし。僕も頑張
ろう！」「いっちょ、やったるか！」そんな前向きな空気が学校に溢れるこ
とを期待しています。 
緊急事態宣言の再延長が言われ、今週末にはその動向が分かると思います。

今後も感染症対策（朝の検温、マスクの着用【不織布のマスクが強く推奨さ
れています。】、手洗い、手指の消毒、３密回避等）を徹底します。保護者の
皆様のご理解とご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げます。また、新型
コロナウイルス感染症についてご心配なことがございましたら遠慮なくご
相談ください。中番小学校は、子供達、保護者の皆様、地域の皆様と共に歩
んでいきます。 

「NAKABN LEARNING PROJECT」始動！広がれ「学びの輪」!! 

－Change（変革）,Challenge（挑戦）,Continue（継続）－ 


